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　J 13 -心* IK:｀･｀フ■1＼ド不゜フトi 政経にI ，1 Iり冷凍( ｱ岬　－zz'c iz I 遠痢

碍凧川也りI 糾'i 冷凍* f 直り-V か. I I la μ0} りH)－<≫ μゐ゛う禰r io lilμヱｰ瘍>f≒

3 回ぶ･ヽt･こぶ≫-*>･・う*i 眸取.似什i I 斥，

2.　　史験礎目

　U)　雌価，　Cz)　T，B.A 奮　φ　色調.　(り　μ$.

　,諮果　冷凍4 >r゛i * い令凍I 9 、ヽ4・k ｳﾉi) ,い峻婢.J.B.A泳. ＆調，拓友･・つ

≪べ局t 左*べ認^ ら･ヽ^.

　冷.iいっ‥7 ･JS-J,;験^り3 ・

　　　A－I3　　　調瓊･'よ? 拝け"油の脂肪酸組成の良化･フフ･･7 ( jr )

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三*大教育　　次田　鳶子

　目的　前根にがいz、楊げ物の隊には油脂の吸昶と拠脂によフち　鴇げ'3*の脂肪酬

銀祠*^' *ヽな<) 淡叱｡f にとを, ヵ?ヽクロ々袴’-v# リ明ら, *ヽにしん，々匯Z･よ，多脂肪酸

の量的呑増減を明遠にす3 方湾き核討す§ i ときS 的ヒし-I *験を行余フた。

　方球　ft スク=･I* 日本隻子T C- C －/DD （F I P ）を用い. カラA は刀'A P s (5- S -fe

ライト舛r，カラA 温度/?P'C, Nz 却'M/／。i。ざ冽走I -h. 。執科のエスr ノ^ ft. /$こヲフッ

収才ヽ々素昿にょっか。

　薦げ｀油りよ，t レづン略叙吋のﾉヽ･イすレパクサフ7 7一妙f;ヽよび≒rルシン鍬2Z丿の

吽の考則くr タネサラダ油き用･ヽft.。鴻/デ｀材料Iよk としマイワシ今らびふ豚角r＼ そ

れぞ゛れ. 楊げ｀珀のほか。胞妬料3;ヽよび｀携げ兼料うヽ， (7) 袖弘油I-っ･丿-- t 賄酪酸惑竹を

行なっ六。また，誠｀料に一発i のCﾉｸ脂時鏃き加之’乙がスクと7 にかけ，これ＆糟呼痛

肋紋に-I 各脂政略・価き冷乞レ, その増岑i tt襲I 六。

　條釆　楊げ｀油,-. 溥げ材料ヒ晦雌鍼訪布｀の胃まフた功をあt たこと，またCi7 ≪ よ

戸f奇靫賭肪時をモニターとしリ月｀’A: こと呑どI- よ-7 -z . 椙げ物によ^ 脂政膿の増

威ダあ^ 叔度明ら*ヽI' なった。イ'7 シ薦･f-ZヽヽIt, 携/り才料カリ，い’ス今ン雌3 絢

パ･レミデン賤ﾀｰﾍﾞ，スヲーアV ン昏亀2Z必　の旛-i､が｀みt タ･i, れ, 豚肉穐if'T-｀lt ^ れち，

If r I-,ハ，Iﾚﾘヽ才レノに●膿/｝嘔の7%出か･･ 加お-, れ。i た，珠げ｀油It 年加熟illB I- ttべ”乙,　リノ一’ﾚ酸,

オI- イン賊名か弘の巌々i'^’謳^ ら札　Σin りの巌少匍r薦げ蓼料の

脂購酸の増加冷とほ/J-'一驚した。


